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圃休日救急医
1月14日山口医院（袋町）a52－2174

　15日大坪医院（四日町）費57－6100

　21日富田医院（神明町）君52－3269

　28日中条病院（中条）a57－3018

2月4日第二藤巻医院（上野）a68－2018

　11日大島医院（川原町）a52－2957

　12日山口医院（下条）奮55－2003



鶴

　
拳
三
月
棄
九
臼
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
第
七
回
購
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
第
｛
臼
目
の
十
九
巳
は
、
五
人
の
議
員
か
ら
｝
般
質
悶
が
あ
り
ま
し
た
。
翌

二
十
日
に
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
一
般
会
計
と
、
八
つ
の
特
別
会
計
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
じ
た
。

　
叢
終
日
の
二
十
三
目
は
、
初
8
に
産
業
厚
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
企

業
誘
致
条
例
の
制
定
、
総
務
文
教
委
員
会
に
付
託
さ
胤
て
い
た
、
　
劉
義
務
教
育

費
の
国
庫
負
担
制
度
に
関
す
る
請
願
駄
を
可
決
し
、
合
わ
せ
て
町
議
会
議
員
の

報
酬
等
に
関
す
る
条
例
改
正
な
ど
を
原
案
ど
お
爆
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
一
般
質
問
の
概
要
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
（
質
悶
順
に
掲
載
》

家
庭
奉
仕
員
の
増
員
は

上
　
村
　
広
　
治
議
員

①
農
業
関
係
予
算
の
考
え
方
は

ア
　
大
豆
、
ソ
バ
な
ど
商
品
と
し
て

　
の
販
売
ル
ー
ト
の
確
立
と
、
ソ
バ

　
刈
り
用
の
コ
ン
バ
イ
ン
の
導
入

イ
　
転
作
団
地
化
の
取
り
組
み

ウ
　
後
継
者
育
成
対
策

工
　
養
豚
団
地
の
公
害
問
題

②
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
増
員
計
画
は

O
J
R
関
連
埋
め
立
て
地
に
商
業
圏

造
成
構
想
は
な
い
か
。

　
南
　
　
雲
　
町
長

①
当
町
は
、
米
を
主
力
に
農
業
立
町

を
基
本
姿
勢
と
し
て
き
た
。
今
後
の

農
業
政
策
に
、
一
層
の
努
力
が
求
め

ら
れ
る
べ
き
と
判
断
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
米
を
中
心
に
直

面
し
て
い
る
諸
問
題
は
、
世
界
の
は

ざ
ま
に
浮
き
沈
み
し
て
い
る
感
じ
だ
。

世
情
求
め
ら
れ
て
い
る
問
題
の
ど
れ

ひ
と
つ
を
考
え
て
も
、
簡
単
に
解
決

で
き
る
問
題
と
は
思
え
な
い
。
町
と

し
て
は
、
国
県
の
政
策
を
十
分
に
見

極
め
、
農
業
者
、
農
業
団
体
と
さ
ら

に
連
携
を
保
ち
な
が
ら
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
納
会

　
（
元
・
1
2
・
1
7
総
合
体
育
館
）

ア
　
北
村
産
業
課
長
　
大
豆
、
ソ
バ

用
の
コ
ン
バ
イ
ン
ニ
台
を
、
補
助
該

当
事
業
と
し
て
要
望
を
出
し
て
い
る
。

　
転
作
大
豆
は
、
組
織
対
応
し
て
い

る
集
落
を
中
心
に
出
荷
さ
れ
る
見
込

み
だ
。
ソ
バ
は
、
数
量
的
な
問
題
も

あ
る
の
で
、
重
点
作
物
の
組
織
化
育

成
事
業
と
い
う
か
た
ち
で
、
換
金
性

を
求
め
た
う
え
で
、
関
係
者
と
話
し

て
い
き
た
い
。

イ
　
同
課
長
　
転
作
田
の
団
地
化
は
、

一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
く
ら
い
が
基
準
と

な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
農
家

組
合
や
地
域
を
こ
え
た
調
整
を
し
な

が
ら
団
地
化
を
図
り
、
加
算
に
よ
る

助
成
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
姿
勢
を

貫
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ウ
　
現
在
の
農
地
の
流
動
化
、
経
営

規
模
の
拡
大
策
な
ど
は
、
必
然
的
に

農
家
人
口
の
減
少
を
招
く
も
の
だ
。

だ
か
ら
、
農
業
後
継
者
対
策
が
必
ず

し
も
人
口
対
策
と
結
び
つ
く
も
の
で

は
な
い
。
構
造
改
善
事
業
の
結
果
、

総
体
的
な
農
家
数
の
減
少
と
、
第
二

種
兼
業
農
家
の
増
加
と
な
っ
た
。
現

在
の
安
定
兼
業
の
姿
を
改
め
て
評
価

し
た
う
え
で
、
国
土
の
保
全
と
か
、

農
村
集
落
の
維
持
を
確
保
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
安
定
兼
業
を
支
え
る
た
め
に
は
、

就
職
機
会
の
確
保
で
あ
る
。
構
造
改

善
、
ほ
場
整
備
に
取
り
組
む
時
点
で
、

工
場
誘
致
活
動
を
開
始
し
た
。
し
か

し
、
新
規
学
卒
者
、
若
年
者
の
定
着

は
ま
だ
十
分
で
な
い
。

　
今
回
の
定
例
会
で
、
工
場
誘
致
と

い
う
概
念
で
な
く
、
企
業
誘
致
の
奨

励
措
置
の
拡
大
を
通
じ
て
、
後
継
者

の
定
着
を
図
る
た
め
、
条
例
制
定
の

提
案
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

工
　
私
自
身
、
被
害
地
区
の
皆
さ
ん

と
直
接
話
し
合
っ
て
き
た
。
団
地
の

移
転
を
望
む
声
が
大
変
強
い
。
移
転

先
の
住
民
と
の
合
意
が
難
し
い
。
時

間
を
要
す
る
問
題
だ
が
、
や
は
り
移

転
と
い
う
思
い
切
っ
た
対
応
を
し
な

け
れ
ば
、
解
決
し
な
い
と
思
う
。

②
小
林
住
民
課
長
県
の
計
画
で
は
、

現
在
の
二
人
か
ら
、
元
年
度
二
人
、

二
年
度
一
人
、
三
年
度
二
人
増
や
す

計
画
だ
。
い
ず
れ
も
増
員
の
五
人
は
、

パ
ー
ト
と
い
う
方
針
だ
。

③
昭
和
六
士
二
年
度
か
ら
、
「
魅
力

あ
る
商
店
街
づ
く
り
推
進
事
業
」
で

商
工
会
に
調
査
・
研
究
活
動
の
助
成

を
続
け
て
い
る
。

　
　
い
ず
れ
、
研
究
な
ど
の
成
果
が
ご

報
告
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

　
文
化
会
館
、
図
書
館
な
ど
の
複
合

施
設
併
用
型
も
検
討
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
公
共
施
設
併
用
と
な
る

と
位
置
も
重
要
だ
。
現
段
階
で
は
、

位
置
を
特
定
し
て
申
し
上
げ
る
こ
と

は
ひ
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
鐵
灘
難

　
　
　
　
　
　
　
嚢
饗

横
綱
北
の
湖
に
よ
る
、
川
西
ダ
ム

地
固
め
式
　
（
昭
53

・
8
・
2
5
）

土
改
償
還
金
の
助
成
を

富
井
相
四
郎
議
員
た
影
雛
難
謬
鑓

郡
市
内
の
土
地
改
良
区
と
比
較
し
　
　
い
排
水
事
業
償
還
金
の
、
一
部
助
成



す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
南
　
　
雲
　
　
町
長

　
近
隣
市
町
村
と
事
業
内
容
や
運
営

上
の
ち
が
い
な
ど
か
ら
、
数
字
の
み

を
比
較
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

　
次
に
述
べ
る
こ
と
で
、
将
来
を
含

め
て
、
関
係
農
家
の
実
質
負
担
を
軽

減
す
る
努
力
を
し
て
い
る
。

一
、
農
業
用
た
め
池
用
水
の
克
雪
利

用
計
画
が
あ
る
。
用
水
の
利
用
料
は
、

土
地
改
良
区
の
収
入
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
ダ
ム
管
理
費
の
軽
減
に
つ

な
が
る
。

二
、
私
も
、
同
理
事
長
に
就
任
九
カ

月
近
く
な
る
。
よ
う
や
く
、
全
容
が

分
か
り
か
け
て
き
た
。
ダ
ム
管
理
の

合
理
化
を
進
め
る
要
素
は
か
な
り
あ

る
。
地
方
自
治
体
の
行
財
政
改
革
に

比
べ
て
、
土
地
改
良
区
の
自
助
努
力

は
不
十
分
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
内
部
改

善
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な

い
が
、
理
事
会
で
十
分
協
議
し
、
具

体
化
し
て
い
き
た
い
。

三
、
幸
い
、
政
府
は
後
期
対
策
の
一

環
と
し
て
、
土
地
改
良
事
業
の
農
家

返
済
金
を
軽
減
す
る
た
め
、
一
千
億

の
基
金
を
作
っ
た
。
年
間
返
済
が
十

ア
ー
ル
あ
た
り
三
万
円
か
、
一
戸
あ

た
り
二
十
万
円
か
の
い
ず
れ
か
を
対

象
と
し
て
い
る
。
調
査
結
果
で
は
、

二
十
万
円
以
上
の
農
家
が
二
五
三
戸

で
、
金
額
は
二
千
六
百
五
十
万
円
と

試
算
さ
れ
た
。
県
で
は
、
こ
れ
に
呼

応
し
て
県
単
制
度
の
新
設
を
図
る
よ

う
前
向
き
の
姿
勢
を
示
し
た
。
町
で

も
具
体
策
を
見
極
め
な
が
ら
対
応
し

た
い
。

四
、
県
ぽ
事
業
で
造
成
さ
れ
た
農
道

な
ど
は
、
そ
の
後
、
順
次
町
道
に
認

定
し
、
町
費
で
舗
装
、
維
持
管
理
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
工
事
費
や
維
持

管
理
費
は
、
当
然
な
が
ら
関
係
農
家

の
負
担
は
頂
い
て
い
な
い
。
こ
う
し

た
実
態
も
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

ア
フ
リ
カ
に
救
援
米
を

　
水
品
忠
雄
議
員

①
挙
家
離
村
者
の
土
地
所
有
状
況
を

調
査
し
、
適
地
を
公
共
用
地
と
し
て

先
行
取
得
し
て
は
ど
う
か
。

②
町
民
が
不
動
産
処
分
の
際
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
機
関
を
役
場
内
に
設

置
で
き
な
い
か
。

③
北
魚
・
守
門
村
で
は
、
平
成
元
年

度
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
救
援
米
を
三
ト

ン
を
目
標
に
拠
出
し
て
い
る
。
町
で

も
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か

　
　
南
　
　
雲
　
町
長

①
公
共
用
地
の
先
行
取
得
は
、
中
子

や
砂
坂
、
三
領
原
な
ど
が
あ
り
、
企

業
誘
致
用
地
と
し
て
即
応
態
勢
に
あ

る
が
、
い
ま
だ
有
効
活
用
が
な
さ
れ

な
い
と
い
う
の
が
大
部
分
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
う
え
明
ら
か
な
目

的
の
な
い
土
地
の
先
行
収
得
に
対
し
、

皆
様
か
ら
ご
理
解
得
ら
れ
る
か
ど
う

か
と
な
る
と
、
慎
重
を
期
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
挙
家
離

村
者
の
土
地
所
有
状
況
を
、
現
時
点

で
は
時
間
を
費
や
し
て
調
査
把
握
す

る
意
義
は
、
見
い
だ
せ
ず
に
い
る
実

態
だ
。

②
不
動
産
収
分
に
つ
い
て
の
相
談
機

関
と
し
て
は
、
農
用
地
の
場
合
は
、

　
閉
村
し
た
越
ケ
沢
（
元
・
1
2
・
2
0
）

　
　
　
保
育
園
児
の
冬
季
送
迎
を

　
吉
同
　
橋
　
　
重
議
員

①
山
菜
取
り
や
山
ユ
リ
を
堀
り
に
来

農
業
委
員
会
に
一
任
し
た
い
。

　
ま
た
、
山
林
原
野
な
ど
も
山
間
地

の
場
合
は
、
そ
の
大
方
が
農
地
に
付

随
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
あ
わ
せ

て
農
業
委
員
会
で
ご
心
配
い
た
だ
く

こ
と
が
土
地
利
用
対
策
上
も
、
当
事

者
に
と
っ
て
も
都
合
が
よ
い
と
思
う
。

③
ア
フ
リ
カ
救
援
米
は
、
米
の
過
剰

に
起
因
す
る
転
作
と
い
う
こ
と
の
い

か
ん
を
間
わ
ず
、
考
慮
に
あ
た
い
す

る
も
の
と
思
う
。
行
政
機
関
が
率
先

し
て
取
り
組
む
こ
と
は
困
難
が
つ
き

ま
と
い
、
民
間
団
体
な
ど
の
活
動
に

期
待
し
た
い
。

　
仮
に
町
で
取
り
組
ん
だ
場
合
の
問

題
点
と
し
て
は
、
義
援
活
動
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
で
、
転
作
の
手
法
と

し
て
取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
、
他
の

方
法
が
有
利
と
思
う
。

　
ま
た
、
募
金
を
し
、
そ
の
金
で
米

を
購
入
し
て
贈
る
方
法
は
、
食
の
好

み
の
面
か
ら
、
日
本
一
う
ま
い
米
で

も
必
ず
し
も
喜
ば
れ
な
い
。
高
価
な

米
よ
り
も
安
い
米
を
多
く
贈
る
こ
と

や
金
を
贈
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
米
自
給
均

衡
化
対
策
に
寄
与
し
な
い
と
い
う
こ

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
慎
重

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

る
町
外
者
の
規
制
方
法
は
な
い
か
。

②
冬
期
間
、
保
育
園
児
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
送
迎
を
。

　
南
　
　
雲
　
町
長

①
町
の
花
「
山
ユ
リ
」
に
寄
せ
る
町

民
の
思
い
は
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
れ

を
、
心
な
い
人
の
手
に
よ
っ
て
根
こ

そ
ぎ
持
ち
去
ら
れ
る
無
念
さ
は
、
ご

指
摘
の
と
お
り
だ
。

　
森
林
資
源
、
山
菜
な
ど
も
含
め
て

造
林
推
進
協
議
会
で
、
具
体
的
な
対

策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
し
か

し
、
適
切
な
入
山
規
制
の
あ
り
方
も

研
究
し
て
い
る
が
、
最
終
的
な
結
論

は
出
て
い
な
い
。

　
新
年
度
予
算
で
、
山
ユ
リ
を
増
や

す
た
め
の
、
球
根
増
産
の
費
用
を
計

上
し
た
い
。

　
町
外
者
の
入
山
を
厳
し
く
規
制
す

る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
町
の
イ
メ
ー

ジ
を
そ
こ
ね
る
こ
と
に
な
ら
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
1
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禽
　
’
、

町
外
都
，
砺
，
入
山
禁
止
看
板
．

　
　
（
元
・
陀
・
2
0
上
野
）

麟



ー
前
ぺ
ー
ジ
か
ら
ー

か
と
い
う
懸
念
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
資
源
保
護
の
看
板
を
逐
次
、
設
置

し
て
ま
い
り
た
い
。
同
時
に
山
林
パ

ト
ロ
ー
ル
の
励
行
を
一
層
強
化
し
た

い
。

②
現
段
階
で
は
、
な
か
な
か
ご
要
望

に
添
え
う
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
い
。

現
状
、
問
題
点
に
つ
い
て
住
民
課
長

か
ら
お
答
え
す
る
。

　
小
林
住
民
課
長
　
必
要
と
思
わ
れ

る
地
域
は
、
通
年
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

運
行
し
て
い
る
。
距
離
に
関
係
な
く
、

冬
期
間
の
み
運
行
す
る
こ
と
は
、
現

段
階
で
は
無
理
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
で
き
る
だ
け
子
供
は
歩
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
雪
の
中
を
歩
け
な

い
、
滑
る
道
が
歩
け
な
い
、
こ
れ
で

は
将
来
が
思
い
や
ら
れ
る
。
そ
れ
か

ら
冬
期
間
の
水
跳
ね
、
道
の
滑
る
の

は
遠
近
に
関
係
な
い
。
そ
の
た
め
に

マ
イ
ク
ロ
と
な
る
と
全
町
の
送
迎
と

な
り
、
不
可
能
で
あ
る
。
小
さ
い
う

ち
か
ら
滑
る
道
を
い
か
に
う
ま
く
歩

く
か
訓
練
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
や
は
り
、
現
状
で
は
送
迎
す
る
段

階
で
は
な
い
し
、
果
た
し
て
そ
れ
が

本
当
の
意
昧
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
か
疑
問
を
感
じ
る
。

松
葉
荘
の
機
能
的
経
営
を

南
　
雲

教
議
員

　
松
葉
荘
の
食
堂
部
門
が
、
休
業
の

日
が
多
い
。
善
後
策
は
。
ま
た
、
海

水
浴
客
の
多
い
夏
季
を
当
て
込
ん
だ

施
設
を
充
実
す
る
考
え
は
な
い
か
。

南
　
　
雲
　
町
長

　
松
葉
荘
の
実
情
を
分
析
す
る
と
、

利
用
客
の
人
数
か
ら
し
て
も
、
宴
会

ご
休
息
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
場
所
か
ら
見
て
、
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
的
要
素
も
強
い
。
利
用
客
の
た
め

に
も
、
食
堂
の
存
在
感
は
大
き
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
開
店
休
業
の
状

況
が
つ
づ
い
て
お
り
、
ご
迷
惑
を
か

け
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
配
膳
室

が
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
や

は
り
人
手
不
足
が
原
因
で
あ
る
。
現

状
で
は
単
に
、
宿
泊
客
の
食
堂
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
施
設
は
、
開
設
七
年
を
経
過

し
て
お
り
、
お
金
を
ち
ょ
う
だ
い
す

る
施
設
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
旧
態

依
然
の
状
況
も
あ
り
、
新
年
度
は
、

相
当
の
施
設
改
修
工
事
を
行
い
た
い
。

　
ま
た
、
従
業
員
問
題
は
、
や
は
り

経
費
の
増
高
は
さ
け
ら
れ
な
い
が
、

で
き
う
れ
ば
正
職
員
の
配
置
と
い
う

こ
と
か
ら
根
本
的
に
出
発
し
な
お
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

覇
覇
　

　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
新
設
な

　
　
　
　
　
　
　
ど
重
要
案
件
が
提

出
さ
れ
た
と
き
、
議
会
は
そ
の
担
当

す
る
常
任
委
員
会
に
必
要
事
項
を
調

査
検
討
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
、
委
員
会

か
ら
聞
い
た
う
え
で
、
改
め
て
本
会

議
で
審
議
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
町
議
会
会
議
規
則

第
三
十
九
条
第
一
項
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

松
葉
荘
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
　
（
元
・
9
・
惇
）
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平
成
元
年
十
一
月
十
日
付
け
、
官

報
公
告
と
国
土
地
理
院
か
ら
の
通
知

で
、
町
の
総
面
積
は
、
七
三
・
五
五

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
七
四
・
一
六
平
方
キ
ロ
に

対
し
、
○
・
六
一
キ
ロ
（
六
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
減
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
同
院
が
昭
和
三
十
年
十

月
一
日
現
在
で
発
表
し
た
当
時
は
、

五
万
分
の
一
の
地
図
で
プ
ラ
ニ
メ
ー

タ
ー
測
定
し
た
の
も
で
し
た
。
今
回

臨
時
の

保
母
職
員
募
集

期
間

勤
務
先

賃
金

は
、
二
分
五
千
分
の
一
の
地
図
を
座

標
測
定
機
（
デ
イ
ジ
タ
イ
ザ
）
で
測

っ
た
も
の
で
す
。
従
っ
て
、
前
回
よ

り
は
、
精
査
し
た
結
果
と
い
え
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
発
表
で
は
、
十
日

町
市
は
一
・
三
三
平
方
キ
ロ
増
え
、

津
南
町
で
は
、
一
・
ニ
キ
ロ
減
り

ま
し
た
。
中
里
村
は
、
湯
沢
町
と
の

境
界
に
未
定
地
が
あ
り
、
両
町
村
の

合
計
面
積
で
表
示
さ
れ
た
だ
け
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賃
＝

一
月
下
旬
か
ら
±
月
ま
轟
度
　
ら

で
　
　
　
　
躍
年
準
肋

南
原
保
育
園
　
　

　
・
2

百
四
千
円
－
四
千
三
晶
成
標
剛

円保
母
の
資
格
は
、
無
く
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
は
、
福
祉
係
ま
で

∫蕾蜜葺響響豊事5ぎ菌』躍

　　　　平

　農業
4＝

子
子

男
女

欝



うま

σ
口

ゑ
考
初
玄

岬
ψ
町
ゑ

疹

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
　
あ
ゐ
よ
み
、
、
ひ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
よ

　
　
　
　
　
￥

　
　
ワ

ら
歳
9
；
δ
ー
・
π
皇

嚇
ゆ
町
諏
含
漸
長

　
馬
は
、
人
間
と
意
思
の
か
よ
う
家

畜
と
し
て
、
む
か
し
か
ら
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
で
も
、
最
近
は
馬
を

見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
（
も
ち
ろ
ん
、
町
に
は
一
頭
も

い
ま
せ
ん
。
）

　
八
万
二
千
頭
1
こ
れ
は
、
日
本

で
飼
わ
れ
て
い
る
馬
の
一
番
最
近
の

数
で
す
。

　
さ
て
、
午
年
に
あ
た
り
、
こ
と
し

は
馬
力
ア
ッ
プ
し
て
大
い
に
頑
張
り

ま
す
か
。
そ
れ
と
も
馬
耳
東
風
…
…

マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り
い
き
ま
す

か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ウ
マ
く
乗

り
切
り
た
い
も
の
で
す
。

　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
町
長
と
議

会
議
長
か
ら
、
町
民
あ
て
に
新
年
の

ご
揮
ご
う
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
合
わ
せ
て
、
町
に
は
八
代
の
午
年

生
ま
れ
の
方
々
が
六
百
六
士
二
人
お

ら
れ
ま
す
。
全
町
民
の
お
よ
そ
七
パ

ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま
す
。

　
輝
か
し
い
新
春
に
あ
た
り
、
午
年

生
ま
れ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
月
一
日
生

ま
れ
か
、
そ
の
年
の
一
番
早
い
日
に

生
ま
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

⑳



初
場
所
は
千
代
の
富
士

磯

小
川
駒
治
さ
ん
〔
岩
瀬
〕
　
明
治
2
7

10

・
2
0
生
（
9
5
歳
）

　
い
ま
ま
で
通
り
に
過
ご
せ
て
、
人

さ
ま
の
お
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う
に

い
い
年
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
夏
場
は
草
取
り
と
、
花
づ
く

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
昭
和
二
十

八
年
初
場
所
か
ら
ず
っ
と
相
撲
の
星

取
表
を
保
存
し
て
い
ま
す
。
そ
の
当

時
の
横
綱
は
、
千
代
の
山
と
東
富
士

で
す
。
去
年
の
九
州
場
所
で
、
千
代

の
富
士
の
優
勝
を
願
っ
て
い
ま
し
た

が
、
残
念
で
し
た
。
初
場
所
は
ぜ
ひ

が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

手
先
も
体
も
動
か
し
て

黒
嶋
松
雄
さ
ん
〔
高
原
田
〕
　
明
治
39
・
－
・
9
生
（
84
歳
）

体
の
調
子
も
良
い
し
、
食
事
も
口

に
合
う
も
の
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
平

ら
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。
夏
場
は
、
家

の
周
り
の
掃
除
を
し
ま
す
。
目
が
悪

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
若
い

と
き
か
ら
裁
縫
を
や
っ
て
い
た
の
で
、

い
ま
で
も
手
下
げ
袋
や
、
亀
甲
（
き

っ
こ
う
）
を
か
た
ど
っ
た
布
で
、
座

布
団
な
ど
を
毎
日
作
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
安
心

水
品
マ
ツ
イ
さ
ん
〔
三
領
〕
大
正
7

1
　
1
生
（
72
歳
）

　
お
と
と
し
、
お
じ
い
さ
ん
が
亡
く

な
り
い
ま
は
一
人
暮
ら
し
で
す
。
で

も
、
町
か
ら
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

付
け
て
も
ら
っ
て
安
心
し
て
い
ま
す
。

大
雪
に
な
ら
な
い
こ
と
と
、
健
康
を

願
っ
て
い
ま
す
。
足
に
は
自
信
が
あ

っ
た
け
れ
ど
、
痛
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

一
年
間
を
無
事
に

高
橋
一
嘉
さ
ん
〔
中
屋
敷
〕
昭
和
5

健
康
で
一
年
間
を
無
事
に
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
。
な
か
な
か
厳
し
い

世
の
中
で
商
売
も
大
変
で
す
が
、
一

生
懸
命
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

去
年
は
、
還
歴
の
旅
行
に
三
重
県
方

面
に
同
級
生
と
行
っ
て
来
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
で
す
。

1
　
1
生
（
6
0
歳
）

．
O

顯

元
気
な
p

　
　
　
　
　
内
孫
を

高
橋
ミ
ヨ
さ
ん
〔
中
屋
敷
〕

昭
和
5
・
1
・
1
生
（
60
歳
）

　
健
康
で
…
と
願
っ
て
い
ま
す
。
二

月
に
長
男
の
子
供
が
生
ま
れ
る
予
定

で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
外

孫
は
い
ま
す
が
、
初
め
て
の
内
孫
で
、

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
願
っ
て
い
ま
す
。



健
康
と

和
合
が
大
切

田
中
英
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
〔
発
電
所
通
り
東
〕

昭
和
1
7
・
1
・
1
生
（
4
8
歳
）

　
去
年
は
、
家
族
か
ら
病
人
が
出
た

の
で
、
な
ん
と
い
っ
て
も
健
康
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と

家
庭
の
和
合
が
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
年
寄
り
や
子
供
の
交
通
事

故
が
本
当
に
増
え
て
い
ま
す
。
十
分

注
意
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

明
る
く
健
康
で

太
田
ハ
ル
さ
ん
〔
沖
立
〕

昭
和
1
7
　
1
　
1
生
（
4
8
歳
）

　
家
族
み
ん
な
が
健
康
で
あ
る
よ
う

に
願
っ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
毎
日

が
忙
し
く
て
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ど
こ
か
に
旅
行
に
で
も
行
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

夢
は
最
果
て
の
地
へ

高
野
典
子
さ
ん
〔
中
仙
田
〕

　
健
康
第
一
で
す
。
娘
も
同
じ
ウ
マ

年
生
ま
れ
で
す
。
去
年
は
待
望
の
自

動
二
輪
の
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

安
全
運
転
で
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
夢
は
、
主
人
と
二
人
で
北

海
道
に
ツ
ー
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
す
。

昭
和
2
9
　
1
・
2
生
（
3
6
歳
）撰翻

日
本
一
周
が
夢
、

小
幡
い
な
み
さ
ん
〔
仁
田
〕

昭
和
4
1
　
1
・
2
1
生
（
2
3
歳
）

　
き
も
の
の
染
色
関
係
の
会
社
に
勤

め
て
い
ま
す
。
振
り
そ
で
な
ど
を
作

っ
て
い
ま
す
。
結
構
き
つ
い
仕
事
で

す
。
夢
は
、
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
バ

イ
ク
で
日
本
一
周
す
る
こ
と
で
す
。

な
か
な
か
忙
し
く
て
実
現
す
る
の
は

か
な
り
先
か
な
？

中
学
校
で
は
体
操
部
に
．

米
山
幸
子
さ
ん
〔
室
島
〕

　
平
和
で
楽
し
い
年
に
な
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
勉
強
で
は
体
育
が

大
好
き
で
す
。
中
学
生
に
な
っ
た
ら
、

体
操
部
に
入
っ
て
、
マ
ッ
ト
と
鉄
棒

を
思
い
っ
き
り
や
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

昭
和
53
　
1
・
8
生
（
12
歳
）

麟
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昭
和
六
士
二
年
度
の
決
算
が
、
十

二
月
の
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
算
は
昭
和
六
士
二
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
元
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
一
般
会
計
の
収
支
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
決
算
額
を
六
十
二
年
度
と
比
較
す

る
と
、
歳
入
は
二
〇
・
三
％
歳
出
は

一
九
・
九
％
の
そ
れ
ぞ
れ
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
中
で
は
、
特
に
国
か
ら
の

地
方
交
付
税
が
三
七
・
七
％
を
占
め

る
な
ど
、
依
存
財
源
は
全
体
の
五
五

・
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
中
で
お
も
な
も
の
と
し
て

は
、
保
健
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
建
設
、
川
西
中
学
校
北
校
舎
の
大

規
模
改
造
、
仙
田
教
員
住
宅
の
建
設
、

白
倉
多
目
的
運
動
広
場
の
造
成
、
高

倉
ブ
ナ
の
家
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
新
設
、

町
道
の
改
良
舗
装
工
事
、
下
水
道
の

管
路
工
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
住
民
一
人
当
た
り
、
お
よ
そ
四
十

一
万
七
千
円
が
投
資
さ
れ
、
快
適
な

生
活
が
で
き
る
よ
う
な
町
の
環
境
が
、

着
実
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

区　　　分 川西町 十日町市 津南町 中里村 県平均

道
　
　
　
路

改　良　率 60．4％ 44．9％ 39．0％ 29．9％ 44．8％

舗　装　率 48．6 61．4 59．8 52．0 54．1

自動車交通
不能道比率

14．9 41．4 4．9 23．2 16．3

上水道等普及比率 96．0 94．6 99．0 88．6 96．3

し尿衛生比率 99．0 98．8 95．5 94．7 94．5

ごみ収集率 87．4 99．1 93．2 67．9 93．6

保育収容率 105．6 106．5 96．0 108．5 90．6

老人要保護者比率 1．6 1．8 6．6 1．0 1．9

幼稚園収容率 142．9 119．9 119．0 123．8 1110．7

学
　
　
校

小
学

非木造校口
面積比率

97．6 90．7 85．9 69．3 84．8

危険校舎
面積比率

0．0 0．5 7．9 7．3 2．7

中
学

非木造校舎
面積比率

99．3 83．7 48．6 100．0 81．7

危険校舎
面積比率

0．0 5．3 46．2 0．0 3．2

町の行政水準は…

　　　一歳入一一歳出　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　，ノ
　　　　　　　　　　　　　　　”
　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　A　　，　　　　　　　　　　　　／、　　，　　　　　　　　　　　　￥　　　　　　　　　　　ノ　、　

’

　　　　　　　　　　　’　　￥　’　　　　　　　　　　　ノ　　￥，　　　　　　　　　　　ノ　　　　、　　　　　　　　　　　ノ　　》　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　4一＿＿一一4’
　　　　　！』■隔陶r　，’

　　　－●㌧　　　　　 ’

　〉

　町の行政が住民の要求をどの程度満たし
ているか、あるいは住民にどの程度のサー
ビスを提供しているか。この尺度のことを
行政水準といいます。行政水準の大きな要
素の一つである公共施設の整備状況を、近
隣市町村、県平均と比べた状況を紹介しま
すQ

　　百万円

4200

4000

3800

3600

3400

3200

3000

2800

2600

2400
単位：百万円

■町民税霧固定資産税翻たばこ消費㎜電気税□その他

　　　百万円

　　500

　　400

　　300

　　200

　　100

単位：百万円0

年度 昭54 55 56 57 58 59 60 61 62 63

歳　入 2716 2602 2769 2921 2922 3049 3049 3538 3232 4031

歳　出 2670 2567 2720 2859 2822 2908 2905 3439 3122 3877

年度 昭54 55 56 57 58 59 60 61 62 63

町　民　　税 100 129 135 145 161 162 175 186 201 210

固定資産税 174 192 199 218 245 260 302 313 321 320

たばこ消費 22 23 25 27 27 28 24 24 25 26

電　気　税 11 17 19 19 19 20 20 19 20 25

そ　の　他 5 5 8 8 9 10 11 11 13 11

計 312 366 386 417 461 480 532 553 580 592

⑬



川
西
郷
の
わ
ら
べ
唄

鳥
追
い

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

雪まつりで「鳥追い」を再現した仙田小の児童ら

　　　　　　　　　　　　　一1．3．4

オ
ラ
が
裏
の
、
早
稲
田
の
稲
を
、
何

鳥
が
突
つ
い
た
、
一
番
鳥
が
突
つ
い

た
、
二
番
鳥
、
三
番
鳥
、
立
ち
上
が

れ
ホ
ー
イ
、
ホ
イ
。

　
あ
の
鳥
ど
っ
か
ら
追
っ
て
来
た
、

二
の
鳥
ど
っ
か
ら
追
っ
て
来
た
、
信

濃
国
か
ら
追
っ
て
来
た
、
何
で
持
っ

て
追
っ
て
来
た
　
柴
抜
い
て
追
っ
て

来
た
　
四
番
鳥
も
五
番
鳥
も
立
ち
上

が
れ
ホ
ー
イ
ホ
イ
　
ホ
ン
ヤ
ラ
ホ
ン

ヤ
ラ
　
ホ
ー
イ
ホ
イ
。

　
あ
ら
だ
れ
か
鳥
追
い
だ
　
こ
ら
だ

れ
か
鳥
追
い
だ
　
千
太
郎
ど
ん
の
鳥

追
い
だ
　
柱
切
っ
て
シ
ラ
切
っ
て

大
俵
へ
入
り
こ
ん
で
　
大
俵
ヘ
セ
キ

が
ね
え
か
　
京
坂
の
お
ば
ば
の
　
ヘ

ソ
の
し
っ
た
ヘ
ホ
ー
イ
ホ
イ
。

　
裏
の
お
か
め
　
鳥
追
っ
て
く
ん
な

れ
　
ス
ズ
メ
　
ス
ワ
ド
リ
　
立
ち
上

が
れ
ホ
ー
イ
　
ホ
イ
。

　
お
菊
、
お
菊
鳥
一
羽
売
っ
て
く

れ
、
何
鳥
売
ろ
に
、
朝
げ
は
カ
ラ
ス

日
の
の
き
（
日
中
）
や
ト
ン
ビ
　
よ

さ
り
（
夜
）
は
フ
ク
ロ
　
フ
ク
ロ
フ

ク
ロ
　
ホ
ー
イ
　
ホ
イ
。

も
っ
く
ら
も
ち

　
も
っ
く
ら
も
ち
ど
こ
へ
行
っ
た

つ
つ
（
槌
）
ど
ん
の
お
っ
通
り
だ

家
に
か
外
に
か
お
宿
に
か
　
そ
こ
ら

に
居
る
も
の
カ
ッ
つ
ぶ
せ
。

彼
岸
の
迎
え
、
送
り
火

じ
じ
た
ち
、
ば
ば
た
ち
、
こ
の
明
か

り
に
つ
い
て
ご
ざ
っ
し
ゃ
れ
、
ご
ざ

つ
し
ゃ
れ
（
彼
岸
の
入
り
）

　
じ
じ
た
ち
、
ば
ば
た
ち
、
こ
の
明

か
り
に
つ
い
て
　
中
ん
だ
ち
や
召
し

上
が
れ
、
召
し
上
が
れ
（
中
日
）

　
じ
じ
た
ち
、
ば
ば
た
ち
、
こ
の
明

か
り
に
つ
い
て
、
行
が
っ
し
ゃ
れ

行
が
っ
し
ゃ
れ
　
へ
っ
ぴ
や
ま
む
し

に
　
く
っ
つ
か
ん
ね
え
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
れ
　
し
て
く
だ
さ
れ
（
終
わ

り
の
日
）

中
の
中
の
坊
ん
た
ち

　
ん
な
（
お
前
）
な
ぜ
こ
う
背
が
ひ

ー
き
（
低
い
）
山
の
ナ
ス
の
木
に
押

さ
れ
て
　
こ
う
背
が
ひ
ー
き
、

　
コ
ち
ょ
う
何
文
だ
」
　
「
三
文

だ
」
　
コ
文
に
負
け
れ
」

　
な
ん
ま
ん
だ
ぶ
つ
　
あ
り
が
て
え

鎮
守
様
の
サ
カ
キ
押
し
ま
し
ょ
　
こ

こ
ら
か
　
ま
だ
ま
だ
　
こ
こ
ら
か

ま
だ
ま
だ
　
そ
こ
ら
で
よ
か
ろ
。

　
お
月
さ
ん
の
子
守
唄

　
の
お
の
さ
ま
ど
っ
ち
　
い
ば
ら
の

影
で
　
ね
ん
ね
を
産
ん
で
　
お
せ
ん

昔
を
今
に

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し

い
年
を
こ
と
ほ
ぎ
、
み
な
さ
ま
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
三
重
県
の
桑
名
市
を
訪
れ
た
の
は

川
西
町
史
の
編
さ
ん
が
終
わ
っ
た
直

後
で
し
た
。
博
物
館
の
ご
厚
意
で
、

「
柏
崎
日
記
」
を
見
せ
て
も
ら
い
、

伝
に
ば
せ
よ
か
　
お
ま
ん
に
ば
せ
て

油
買
い
に
や
っ
た
れ
ば
　
油
屋
の
前

で
油
一
升
こ
ぼ
し
た
。

　
そ
の
油
ど
う
し
た
　
次
郎
ど
ん
の

犬
と
　
太
郎
ど
ん
の
犬
が
　
み
ん
な

な
め
て
し
ま
っ
た
　
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
犬
ど
う
し
た
　
太
鼓
に
張
っ

た
　
そ
の
大
鼓
ど
う
し
た
　
お
寺
へ

上
げ
た
　
そ
の
お
寺
ど
う
し
た
　
よ

っ
べ
な
（
昨
夜
）
の
火
事
で
　
み
ん

な
焼
け
て
し
ま
っ
た
　
そ
の
灰
ど
う

し
た
　
今
朝
の
あ
ら
し
で
　
み
ん
な

立
っ
て
し
ま
っ
た
。
　
し
ま
っ
た
。

が
ら
が
ら
お
芳

　
い
ち
リ
ン
リ
ン
リ
ン
　
が
ら
が
ら

お
芳
　
　
お
芳
が
大
き
く
な
っ
て
上

田
へ
や
ら
れ
　
上
田
は
ち
ら
ち
ら
シ

え
た
い

山
谷
組
村
々
の
記
述
を
見
つ
け
た

と
き
は
小
躍
り
し
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
、
昨
年
は
そ
の
紹
介
で
一
年

が
過
ぎ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
連
載
し
て
ま
も
な
く
、
日
本
書
籍

株
式
会
社
常
務
取
締
役
の
市
川
昭
二

先
生
（
房
子
夫
人
は
岩
瀬
出
身
）
か

ら
、
　
「
N
H
K
も
柏
崎
日
記
を
と
り

あ
げ
る
」
と
伺
い
、
五
月
に
、
　
「
幕

末
転
勤
物
語
」
と
な
っ
て
放
映
さ
れ

た
と
き
は
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

メ
支
度
　
家
は
菜
種
の
花
ざ
か
り
。

　
子
守
り
っ
子
は
楽
の
よ
う
で
つ
ら

い
も
の
　
お
っ
母
さ
ん
に
し
か
ら
れ

子
に
泣
か
れ
　
早
く
時
節
が
来
た
な

ら
ば
　
ふ
ろ
し
き
包
み
に
げ
た
さ
げ

て
　
お
父
さ
ん
サ
イ
ナ
ラ
ま
た
来
ま

す
　
お
っ
母
さ
ん
サ
イ
ナ
ラ
も
う
来

な
い
　
来
な
い
と
言
わ
ず
に
ま
た
お
－

い
で
　
や
（
嫌
）
の
こ
と
香
煎
（
こ
う

せ
ん
）
親
が
大
事
　
親
が
大
事
。

　
悲
し
い
子
守
唄

　
一
に
い
じ
め
ら
れ
　
二
に
憎
ま
れ

三
に
さ
べ
ら
れ
四
に
し
か
ら
れ
、

五
に
ゴ
ウ
ゴ
ウ
泣
く
子
を
ば
さ
れ

六
に
ろ
く
な
も
ん
食
べ
さ
せ
な
い
で

七
に
シ
メ
シ
ま
で
洗
わ
せ
ら
れ
て
、

八
つ
や
に
な
り
九
つ
小
突
か
れ
、

十
で
と
う
と
う
逃
げ
出
し
た
。

　
本
号
に
は
、
正
月
に
ち
な
ん
で
「
川

西
郷
の
わ
ら
べ
唄
」
を
特
集
し
て
み

ま
し
た
。
五
年
ほ
ど
前
に
沖
立
、
上

野
、
野
口
、
岩
瀬
の
お
ば
あ
さ
ん
た

ち
か
ら
お
聞
き
し
た
も
の
で
す
。

封
建
時
代
を
し
た
た
か
に
生
き
た
人

た
ち
の
考
え
方
や
、
喜
び
、
悲
し
み

が
、
今
の
し
あ
わ
せ
な
世
の
中
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
も

ら
え
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
と
し
も
ま
た
、
千
手
、
上
野
、

橘
、
仙
田
の
う
ず
も
れ
た
歴
史
を
、

可
能
な
か
ぎ
り
掘
り
起
こ
し
て
い
き

た
い
も
の
と
心
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

纏



昌
辰
家
の
皆
さ
ん

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
林
水
産
省
で
は
、
二
月
一
日
現
　
在
で
、
「
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
調
査
は
、
五
年
に
一
回
行
わ

　　欝

稲
刈
り
作
業
（
元
・
9
・
10
沖
立
）

れ
、
農
林
業
を
営
む
農
家
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
一
月
下
旬
か
ら
二
月
に
か
け
て
、

お
近
く
の
調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問

し
、
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

調
査
し
た
事
項
は
、
統
計
を
作
成

す
る
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
る
も
の
で
、

個
人
の
課
税
な
ど
の
目
的
に
使
う
こ

と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
”
総
務
課
”

治
一
武
衛
夫
強
行
也
郎
郎
作
男
弘
夫
正
雄
一
治

伸
徳
　
　
利
　
宏
孝
三
一
清
士
一
寅
　
行
康
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

藤
鳥
山
村
山
辺
井
木
山
橋
家
津
巻
藤
越
山
山
山

数
羽
村
中
丸
渡
富
押
丸
高
山
高
藤
佐
村
本
丸
丸

立
友
田
山
条
吉
野
町
田
領
落
崎
辛
田
口
歩
田
原

　
　
　
　
　
　
　
　
新

　
　
原
　
　
　
　
　
丁
　
　
ケ
　
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

沖
伊
高
坪
霜
鶴
上
元
新
三
木
寺
塩
仁
野
四
原
下

治
一
己
和
春
夫
昭
幸
宏
夫
郎
作
平
義
幸
男
一
夫

幸
紀
一
利
千
岩
秀
直
　
健
市
仁
竜
勝
勝
英
真
正

川
田
藤
水
中
品
柳
雲
橋
山
野
林
早
辺
名
林
井
林

市
柳
数
清
田
蔵
青
南
高
丸
平
小
小
田
星
小
白
小

町
田
晒
陳
↓
町
宅
町
兼
寺
町
町
町
町
町
敷
尾
島

島
野
樋
醐
例
柱
日
郎
善
央
中
社
校
屋

中
山
蝿
雛
栄
慰
四
東
上
中
田
神
学
中
寺
木

一〇〇一〇一一一旧脚一旧．■騒O一囎一一〇一〇囎OO90働働一一働鱒騨口90巴一葡一働一一一圏口鱒一薗鱒一緬働一鵬0晒働一鱒口働鱒顧一〇90鱒0■■9一一〇■””9000－OO一一〇〇一一〇■9鱒0－0騨0一鵬働．一臼0一一一〇鱒■9000一．一〇”■一鵬一．一一一属一働巳一旧”晒

8鞭〈
川
西
中
学
校
丁

麹

i新しい嘱託員……①

2年　丸山安紀子さん

灘

君賢2年佐藤君1年中村将和

君孝1年清水2年　高橋千恵子さん君田村真一3年

（2月号は千手小学校です）



〃よいけい

　ワ

，5》

る
，1

ふ

る
さ

訪
れ

練
馬
区垂

　
　
曇

さ
ノ
ん

と

は
て
テ
」
そ

涌

　
私
は
現
在
、
東
京
都
練
馬
区
光
が

丘
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。

　
十
一
月
六
日
、
久
し
ぶ
り
に
紅
葉

の
ふ
る
さ
と
中
仙
田
を
訪
ね
ま
し
た
。

実
家
で
は
今
、
弟
夫
婦
二
人
だ
け
の

生
活
で
す
。
夕
食
に
は
、
近
く
の
叔

母
も
招
い
て
歓
待
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
翌
七
日
は
、
高
齢
者
教
室
が
松
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
一
般
寄
付
金

高
橋
　
利
一
（
高
原
田
）
　
五
万
円

広
報
発
行
に

涌
井
　
セ
リ
（
練
馬
区
）
　
一
万
円

高
橋
ミ
サ
オ
（
目
黒
区
）
　
一
万
円

匿
名
ご
希
望
（
文
京
区
）
　
二
万
円

　
　
　
善

井
リ
セ
さ
ん

　
　
　
（
中
仙
田
出
身
）

荘
で
開
か
れ
る
と
の
こ
と
。
同
じ
年

代
の
方
々
に
お
会
い
で
き
る
の
じ
ゃ

な
い
か
と
、
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
同
行

し
ま
し
た
。

　
白
倉
、
岩
瀬
、
赤
谷
、
中
仙
田
の

四
部
落
の
会
員
が
、
一
堂
に
集
ま
り

ま
し
た
。
役
場
の
方
が
二
人
お
越
し

に
な
り
、
今
日
は
終
了
式
と
の
こ
と

で
し
た
。
最
初
、
精
勤
だ
っ
た
方
々

に
賞
状
授
与
が
あ
り
、
続
い
て
映
画

二
題
が
写
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

宴
会
と
な
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
中
仙
田
の

方
々
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
外
の

部
落
の
方
々
と
も
、
お
た
が
い
に
若

い
こ
ろ
の
話
が
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昔
か
ら
「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ

り
て
思
う
も
の
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
で
も
、
今
は
交
通
の
便
が
よ
く

な
り
、
関
東
方
面
は
さ
ほ
ど
遠
い
と

は
い
え
な
い
時
代
で
す
。
私
は
「
ふ

る
さ
と
は
訪
れ
て
こ
そ
」
人
情
の
温

か
さ
や
、
四
方
を
と
り
ま
く
山
河
の

思
い
出
に
隈
か
し
さ
を
、
し
み
じ
み

と
味
わ
え
る
の
だ
と
深
く
感
じ
入
り

ま
し
た
。

　
九
日
に
は
、
か
つ
て
教
員
生
活
の

振
り
出
し
地
小
脇
分
教
場
を
、
弟
が

案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く

道
路
工
事
で
高
倉
回
り
だ
っ
た
た
め
、

あ
の
怖
か
っ
た
釣
り
橋
は
見
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
代
わ

り
、
国
際
村
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
、

い
ろ
は
坂
な
ら
ぬ
坂
道
を
下
り
、
よ

う
や
く
小
脇
へ
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　
学
校
は
、
過
疎
で
廃
校
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
村
も
す
っ
か
り
変
わ
り

感
無
量
の
思
い
で
し
た
。
そ
の
あ
と

「
川
西
町
史
」
で
予
備
知
識
を
得
て

い
た
赤
谷
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ
を
カ
メ

ラ
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
冬
季
の
豪
雪
に
備
え
て
の
道
路
改

修
と
い
い
、
道
路
沿
い
に
雪
中
用
車

庫
の
確
保
と
い
い
、
雪
国
な
ら
で
は

の
工
面
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
月
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
愛
読

さ
せ
て
い
た
だ
く
お
か
げ
で
、
町
の

発
展
や
文
化
の
向
上
が
進
め
ら
れ
て

い
る
ご
様
子
を
、
つ
ぶ
さ
に
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
「
ニ
ッ
ポ
ン
全
国
む
ら
お
こ
し
展
」

　
「
雪
の
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
な
ど
、
郷

土
の
発
展
に
向
け
て
の
ご
配
慮
に
感

服
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
川
西
町
の
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
粗
文
を
終
わ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
田
円

　
　
　
　
大
丈
夫
で
す
か
？

　
胃
が
ん
は
備
え
か
ら

　
日
本
人
に
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る

が
ん
の
死
亡
者
の
三
割
は
［
胃
が
ん
」

で
す
。
で
も
、
胃
が
ん
も
検
診
技
術

の
発
達
に
よ
り
早
期
に
発
見
さ
れ
、

治
療
さ
れ
る
た
め
少
し
ず
つ
減
っ
て

き
ま
し
た
。

　
町
の
状
況
は
、
こ
の
五
年
間
に
が

ん
で
亡
く
な
っ
た
人
は
一
〇
二
人
で

す
。
そ
の
う
ち
、
胃
が
ん
は
、
四
十

二
人
、
全
体
の
四
割
で
全
国
平
均
よ

り
も
、
一
割
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
、
全
国
で
は
減
っ
て
い
る
の

に
、
町
で
は
減
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
　
胃
検
診
の
受
診
率
の
高
い
市

町
村
で
は
、
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

は
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
町
に
住
む
四
十
歳
以
上
の

住
民
検
診
と
同
時
に
胃
検
診
を

や
っ
て
い
ま
す

（
元
・
7
・
2
5
保
健
セ
ン
タ
ー
）

人
の
受
診
率
は
お
よ
そ
二
割
、
三
魚

沼
で
は
最
下
位
、
こ
こ
に
原
因
が
あ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
町
の
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
の
多

く
は
五
十
代
以
上
で
七
十
代
が
一
番

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
、
　
【
が

ん
年
齢
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
四
十
歳
を
過
ぎ
る
と

が
ん
が
、
急
激
に
増
え
る
か
ら
で
す
。

　
胃
が
ん
は
、
早
く
発
見
さ
れ
れ
ば
、

治
る
率
が
高
い
の
で
す
。
特
に
自
覚

症
状
の
な
い
早
期
の
が
ん
は
、
九
割

以
上
治
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
検
診
を
受

け
な
い
人
が
い
ま
す
。
年
齢
が
多
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
胃
が
ん
に
な
る
率

は
高
く
な
り
ま
す
。
大
丈
夫
と
思
っ

て
い
る
人
は
何
を
根
拠
に
そ
う
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
年
一
回
の
検
診
を
受
け
て
こ
そ
、

大
丈
夫
と
い
え
る
の
で
す
。
ま
だ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

度
も
胃
検
診
を
受
け
て
い
漢
方
は
・
8

ぜ
ひ
こ
と
し
は
受
け
て
み
て
は
い
か
衡

が
で
し
ょ
う
か
．
年
間
二
＋
回
、
各
囎

驚
軽
響
蔽
附
群
蕪
耀
盤

ま
す
・
ま
た
・
四
＋
翻
上
の
方
は
・
魁

お
よ
そ
万
六
千
円
を
負
担
い
た
だ
騒

く
と
、
自
分
の
屡
状
態
を
確
認
す
鴫

　
る
こ
と
の
で
き
る
「
人
間
ド
ッ
ク
」

　
の
補
助
制
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

轡



⑳

驚ザ
蓄
き
．
き
㌫

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
だ
い
ち
幸
吉

貴
田
　
大
地
　
　
　
二
男
伊
友

　
　
　
　
　
春
美

　
　
　
み
く
　
大

高
橋
　
未
来
　
　
　
長
女
小
根
岸

　
　
　
　
　
優
子

　
　
　
あ
き
ら
敏
秋

南
雲
　
　
享
　
　
　
長
男
四
郎
兼

　
　
　
　
　
珠
　
子

　
　
ゆ
　
き
な

　
　
　
　
　
　
推

高
橋
由
紀
奈

　
　
　
　
　
　
裕

　
　
　
　
ま
い
松

山
．
同
橋
　
舞
裕

　
　
か
つ
と
し
　
は
り

江
口
克
利
蘇

　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
ハ

　
　
　
な
お
や

丸
山
直
哉

　
　
　
　
　
　
洋

　
　
た
か
ひ
ろ
信

中
川
貴
博

　
　
　
　
　
　
智

　
明子

二
女
中
仙
田

由

子
長
女
寺
尾

　
ム
ロ知

長
男
小
白
倉

茂

子
長
男
根
深

男
二
男
仁
田

晴

　
　
　
た
か
ひ
ろ
券
美

野
澤
貴
宏
瑚
子
二
男
野
　
口

　
　
　
ま
き
口
久

柄
澤
真
紀
罫
子
三
女
沖
立

　
　
　
ゆ
き
庄
平

中

村
　
有
希
し
ず
え
長
女
大
白
倉

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
暫
民
隷
仙
野

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

冨
永
健
司
9
（
泰
）
鉄
道
ア
パ
ー
ト

宮高村押小渡
　澤越木嶋貫

信
治
7
4
（
　
昭
　
）
新
町
新
田

謙
作
7
4
（
俊
　
一
）
新
町
新
田

キ
ミ
8
0
（
一
雄
）
元
町

チ
ョ
8
1
（
守
）
野
口

諸
文
8
3
（
文
治
郎
）
小
根
岸

ギ
ン
8
4
（
俊
雄
）
発
電
所
通
り
西

新
年
俳
壇

太
田
白
南
風
選
引

　
　
i
飾
・
室
咲
・
新
年
雑
詠
1

《
特
選
〉

室
梅
や
妻
の
真
白
き
割
烹
着
　
　
中
仙
田
高
野
仙
蒼
子

　
（
評
）

　
　
　
見
事
な
室
咲
き
の
梅
が
置
か
れ
て
い
る
明
る
い
部
屋
、
家
事
に
い
そ
い
そ

　
と
立
ち
回
る
主
婦
の
姿
、
そ
の
割
烹
着
の
白
さ
が
新
鮮
で
あ
る
。
室
の
梅
に

　
対
し
て
妻
の
割
烹
着
の
白
さ
だ
け
浮
き
出
し
て
そ
の
全
体
の
動
勢
と
情
緒
を

　
表
し
た
新
鮮
な
心
持
ち
が
佳
い
。

《
推
選
〉

　
〈
入
選
〉

松
飾
り
し
て
邸
宅
の
静
か
な
る

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

〆
飾
り
か
け
て
明
る
き
職
場
か
な

　
　
　
　
　
　
小
脇
佐
藤
信
一

門
松
に
小
さ
き
氷
柱
の
光
り
お
り

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

神
木
の
棒
大
木
の
注
連
飾

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

室
の
梅
咲
き
て
商
家
の
帳
始
め

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
子
美
季

街
眠
り
越
の
三
山
初
茜
．

　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
宏
太
郎

大
注
連
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
詣
で
け
り

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

注
連
飾
し
て
燈
明
を
奉
る

　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

金
扇
の
ひ
ら
く
飾
の
門
く
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
正
夫

機
窓
の
淡
き
香
り
や
室
の
花

　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
寛
平

室
咲
き
の
色
と
り
ど
り
の
サ
イ
ネ
リ
ア

　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
小
林
た
み
い

お
飾
り
や
遠
き
先
祖
を
し
の
び
つ
・

　
　
　
　
　
　
伊
友
羽
鳥
　
　
彰

注
連
作
る
老
の
手
さ
ば
き
た
し
か
な
る

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

室
咲
き
の
水
仙
香
る
歳
の
膳

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

輪
飾
を
三
輪
車
に
も
つ
け
に
け
り

　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

お
飾
の
上
の
葉
付
き
の
密
柑
か
な

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

初
髪
の
娘
の
向
い
た
る
ピ
ア
ノ
か
な

　
　
　
　
　
中
島
町
相
沢
鈴
江

黄
梅
を
室
よ
り
出
し
て
床
の
間
へ

　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

拍
手
の
ひ
び
く
神
殿
初
あ
か
り

　
　
　
　
　
板
橋
区
　
田
中
優
美

平
成
の
大
空
高
く
凧
の
舞
う

　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
鉄
四
郎

可
も
不
可
も
ほ
ど
ほ
ど
あ
り
し
松
飾
る

　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

新
年
を
迎
う
家
族
の
祝
い
膳

　
　
　
　
　
中
島
町
佐
藤
左
保

半
年
は
経
し
枝
ぶ
り
や
室
の
梅

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

寒
々
と
村
の
鍛
治
屋
の
初
暦

　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

新
年
を
迎
う
こ
こ
ろ
の
注
連
飾
る

　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

シ
ク
ラ
メ
ン
窓
の
日
浴
び
て
咲
き
揃
い
』

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

蕾
つ
け
正
月
待
つ
や
夏
坊
主

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
金
子
　
喜
美

木
枯
し
の
雪
と
な
り
き
し
一
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

枝
折
れ
し
身
知
ら
ず
柿
や
主
家
の
留
守

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

雪
中
の
半
年
ぐ
ら
し
は
じ
ま
り
し

　
　
　
　
　
　
木
落
　
田
口
　
梅
野

初
舞
の
扇
に
伏
せ
し
額
か
な

火
の
神
の
護
符
も
新
た
や
初
か
ま
ど

う
す
う
す
と
雪
置
く
松
の
飾
か
な

大
旦
リ
フ
ト
し
ず
か
に
動
き
初
む

青
々
と
藁
の
匂
え
る
注
連
飾

足
立
区

大
倉

霜
　
条

三
　
領

　　水星中駒小　　品名条形川
《）律罷皐奨享

　
町
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
広
報
俳
壇
の
選
を
は
じ
め

て
す
で
に
二
十
余
年
に
な
る
。
そ
の
間
、
少
し
で
も
町
民

の
俳
句
と
い
う
広
い
立
場
で
、
初
心
の
方
々
も
俳
句
が
楽

し
め
る
よ
う
に
仕
向
け
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
以
来
、
古
い
人
も
新
し
い
人
も
何
人
か
そ
の
数
を
増
し

て
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
に
思
う
・

　
俳
句
に
親
し
む
こ
と
に
よ
り
四
季
の
現
象
、
春
夏
秋
冬

の
風
光
に
心
を
留
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
事
は

そ
れ
だ
け
心
が
豊
か
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
心
の

潤
い
に
な
り
、
生
活
の
憩
い
に
な
れ
ば
幸
せ
な
こ
と
で
あ

ろ
う
。
そ
う
い
う
心
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。


